第４回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年5月30日(木)　午前10時00分～午前10時35分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　青山直道　　川合保生　川本勝幸
じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　正木祥豊　　副議長　　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
（1）　議長
（2）　委員長
２　議題
（1）今後の進め方について
（委員長）・　議会改革を進めるにあたり、今任期中に議会基本条例を制定すると考え　　　　　 ると、最低でも月１回は、議会基本条例検討特別委員会を開催しなくてはいけないと思われる。今後どのように開催していくべきか。
（委　 員）・　月に１回は委員会を開催すべき。併せて、議会運営委員会が議長に答申した６項目のうち、「各委員会における自由討議の導入」「執行部への反問権の付与」「請願者及び陳情者の直接説明する機会保障」の３点については、試行していくべきで、その内容を検討し、議会基本条例に盛り込んではどうか。
（事務局）・　「請願者及び陳情者の直接説明する機会保障」について、まず、要綱等を
定めるべきであるが、休憩中に希望者を対象に試行することはできるのではないか、との議論がされたところ。
（議　長）・　素案を今年度中に作成し、今任期中の制定を目指してはどうか。
【結　論】・　月に１回は開催し、更に議論が必要な場合は、追加でその都度開催する。
（委員長）・　条例の内容の検討方法について、他市町の条例を参考に検討していく　　　　　 　　　　　　方法と、一から練り上げていく方法があると思われるが、どのような方法で今後進めていくべきか。
（議　長）・　すでに制定されている他市町の議会基本条例を参考にして、その内容を議論
　　　　　 してはどうか。
（委　員）・　条例に盛り込む項目の頭出しが必要。
　　　　 ・　検討項目の頭出しがされた後、試行してみればよい。
　　　　 

　　　　 ・　議会基本条例は理念条例である。議会運営委員会が先行して、試行すること
　　　　　 は問題ない。
（委員長）・　住民の意見の取り入れ方はどのようにすれば良いか。
（委　員）・　「議会だより」を使って情報提供してはどうか。
　　　　 ・　市民に意見を求めるにしても、素案を作らなくてはいけない。
　　　　 ・　市民に意見を求めなければならないのは、条例に規定する「市民とのかかわ
　　　　　 り」の部分に基づく。
　　　　 ・　パブリックコメント等を実施し、住民の意見を聞いてはどうか。
　　　　 ・　各自が条例に盛り込みたいと考える項目を持ち寄り、意見をまとめた上で、
　　　　　 集まった意見を含んだ他市町の条例を参考にして、検討してはどうか。
 　　　　・　条例の検討にあたり、試行が必要な取り組みを議会運営委員会へお願いする
　　　　　 ことも、必要になると思う。
【結　論】・　各委員は、６月２０日（木）までに事務局へ検討事項を２～３案提出するこ
　　　　　 と。
次回会議は、６月２８日（金）午前１０時００分
